
『ジオテキスタイル補強土普及委員会』の発足について

財団法人土木研究センター

1.はじめに

昭和63年度から平成2年度まで実施された建設省及び民間20社の共同研究『ジオテ

キスタイルを用いた補強土工法の合理的な設計・施工法に関する研究』の成果として，表

題のマニュアルが土木研究所によって平成3年3月にまとめられた。この成果を一般に普

及するために，同共同研究に参加したメンバーによって，財団法人土木研究センター内に

『ジオテキスタイル補強土工法普及委員会.n (委員長久楽勝行)が平成3年9月に組織化

された。以下では，この普及委員会の活動内容の紹介とその成果である一般普及用マニュ

アル並びに設計用プログラムについて紹介することとする。

2. ジオテキスタイル補強土工法普及委員会の活動について

ジオテキスタイル補強土工法普及委員会はω一般用設計・施工マニュアルの編集， (2)同
マニュアルに基づいた設計プログラムの作成(盛土補強工法・補強土壁工法)，③工法の

普及活動(講習会他)，④工法に関する技術的検討等を目的とする。

なお，本普及委員会の組織構成は下図のとおりである。

技術分科会

運営分科会

マニュアル編集分科会 広報分科会

また，委員のメンバーは以下のとおりである。

-土木研究所機械施工部:土質研究室，施工研究室，動土質研究室

・民閉会社:鹿島建設短，題熊谷組，佐藤工業組，清水建設短，大成建設額，舘竹中工務

庖，短竹中土木，鉄建建設舘，東急建設翠，東洋紡績額，東レ翠， 日本舗道短，慰問組，

f菱建調査設計額，不動建設恕，前田建設工業短，三井建設額，三井石油化学工業短，
三井石化産資額，ユニチカ短 (50音順)

-事務局:鞭土木研究センター
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3. ジオテキスタイル補強土工法設計施工マニュアルについて

建設省土木研究所資料書第3117号『ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュ

アルJ (' 92. 3)を一般に普及するために， これをA5サイズ約300頁に再編集し

た。その目次構成は以下のとおりである。

1章本マニュアルの目的と適用

2章 ジオテキスタイルの特性評価

3章盛土補強工法

4章補強土壁工法

5章軟弱地盤対策

6章耐震設計

7章 ジオテキスタイルによる新しい補強土工法

(連続繊維補強土工法，擁壁土圧低減工法，軟弱地盤上の道路への適用，深層混

合処理工法との併用による沈下対策)

4.設計プログラムについて

上記マニュアルの盛土補強工法及び補強土壁工法の設計法は，単純な条件に対する簡便

な設計法や図表が利用できるようにしてある。この設計f去を一般の複雑な条件にも対応で

きるようにするために，パ1ソコン仕様の設計プログラム (GEO-E，GE()-W)の開

発を行った。その特徴は以下のとおりである。

(1)対話形式で設計ができ，その結果を報告書のスタイルで出力できる。

(⑤補強材の材料選定(最大5種類)，敷設枚数，敷設間隔が自動決定でき，必要によって

設計者の判断によりそれらの値を変更できるの

(④常時・地震時の両方の検討ができる。また，どちらかを単独に検討することもできる。

ゆ常時と地震時の両方を検討した場合，経済比較によって補強材及びその配置を最終決定

できる 0

(5)ハ!ソコン対応機種は NEじ及び IBMであり， () SはMS -D 0 S， V3. 3及びV3.2以上。

付図は対話画面及び計算書の例である。

5.今後の予定

ジオテキスタイル補強土工法普及委員会では，この工法の普及のために上述のマニュア

ル及び設計プログラムを販売することとしている。既に設計プログラムは販売を開始し，

設計・施工マニュアルについては4月に発刊の予定である。更に，この工法を理解してい

ただくための講習会を東京・大阪 (5月)をはじめ主要都市において開催する予定である。

(上記問い合わせ先:摂土木研究センター:荒居03-3835-3609)
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